
官⺠協議会
向殿サブワーキンググループ

１．【連絡】 向殿SWG 当⾯のスケジュール
２．【確認】 これまでの議論のとりまとめ
３．【提案】 今後の進め⽅（案）

４．【参考】 コミュニケーションツールの提案

2021年6⽉3⽇開催

５．【情報提供】 ビジョンゼロサミットについて紹介

議題



１．向殿SWG 当⾯のスケジュール
協議会事務局資料より 2021.06.03



【未然防⽌型】

【発⾒的⼿法】
危険源
リスト

・回転体

危険源は
どこにある︖

職場内意⾒交換
（皆で得た情報を皆で⽣かす）

・重量物

・鋭利な箇所

20kg

ベルト
コンベア ボール盤

刃物、端材

２．これまでの議論のとりまとめ

危険源リストから
危険源を特定

＜リスクアセスメントの型について＞

＜現状＞
再発防⽌型の観点が重要視され、未然防⽌型の観点が弱く網羅的なRAまで⾄っていない。
・危険源リストの利⽤が不透明
・再発防⽌型の情報量に限界がある

【再発防⽌型】

・過去の災害事例
・ヒヤリハット情報

・個⼈の経験
・危険感受性から
得られる気づき

︕

事例や経験から
危険源を特定

災害報告

過去にどんな
災害があった︖

トップダウン

ボトムアップ



３．今後の進め⽅（案）

① ISO（JIS）を元に危険源の⼀覧を作成。
その際、具体的な単語を挙げ、事故の型との関連性も明確にする。

② ⼀覧に写真やイラストを掲載し、より具体的な理解を促す。
③ 作成時は既存テキスト類も参考にする。
④ 現場が皆参加して意⾒交換しやすい。

写真

イラスト
調査で⼊⼿
したRA事例

イメージ「リスクアセスメント担当者の実務」より危険源リスト

現場全員で
とりかかれるよう
使いやすく

・発⾒的⼿法を潤滑に⾏えるよう、わかりやすいコミュニケーションツール案を作成。
（現在、事務局で試作中）
・業態横断的な情報の共有化により、再発防⽌型の情報量と危険源の具体例を増やす。

コミュニケーションツール案イメージ



４．今後の進め⽅（案）

２．コミュニケーションツールに関する調査と意⾒収集（現状調査と意⾒収集）
・団体を通じ、各社単位でのRAにおけるコミュニケーションの取り⽅、使⽤する資料を調査。
・その際、コミュニケーションツール案を添えることで、無い場合はこれらを使⽤することへの
意⾒を求める。

３．災害事例のＲＡ漏れへの検証（ツールの改善とトライアル）
・過去災害が発⽣した作業を各社で選出し、等が職場にコミュニケーションツールを利⽤し、
改善点を得る。
・発⾒的⼿法を意識して再度RAを実施することで、「何が抜けていたか」「なぜ抜けていたか」
を考察する。
・その際、「なぜ」を繰り返し、ＲＡの技術的⼿法に限らず、業務影響やＲＡの運⽤等の
⾯にも漏れ要因を追求する。

１．コミュニケーションツール案の作成提⽰（望ましい姿の作成）
・危険源リストの整備と並⾏して、発⾒的⼿法を円滑に進められるようにするためのコミュニ
ケーションツール案を、事務局で数パターン作成提案し、SWGの意⾒を交えながら検討を
進める。

2021年8⽉

2022年3⽉

2022年10⽉



鋭利な端部
作業台
のカッター
ナイフ

【危険源がある具体的な場所・モノ】
【探す危険源】

【その場での作業】

端材

左⼿中指を
カッターで切る

【予想されるケガ】

よそ⾒をする

段ボールを
解体する時

カッターナイフ
で帯を切る時

【不安全⾏動】

よそ⾒をする

５．職場のみんなで取り組むリスクアセスメントシート（案1 ステップ記⼊型）

⼒を⼊れすぎる

左⼿⼿のひらを
カッターで切る

右⾜膝をカッ
ターで切る

抑える⼿を刃の
通り道に置いて

左⼿の指を
カッターで切る

・危険源を記載し、その後ケガからもプロセスからも危険源からも⾃由に記⼊可能



回転体
鋭利

騒⾳

６．職場のみんなで取り組むリスクアセスメントシート（案２ 写真書き込み型）

重量物

・写真やイラスト、設計図等をもとにする。
・関係する危険源等の情報を記載。

＜記載内容＞
①危険源
②関係する作業、
近づく作業
③考えられるケガ

【具体的な実施例】
現場の写真を持ってきて、A3サイズに印刷
↓
作業者も含め、皆が思い思いに危険源に関係する情報を紙
（右）に書いて、写真に添付していく（付箋が望ましい）
↓
管理監督者はその情報をもとに類似の危険源や作業が無いか
皆に再考を促す
↓
RAリーダーがRAシートへ記載



７．職場のみんなで取り組むリスクアセスメントシート（案３ 作業⼿順書型）

・作業⼿順書をもとに作成。
・危険源は予め別表⼀覧にまとめておく。
・過去災害や類似災害、ヒヤリハット等の情報を⽤意しておく。
・作業の⼿順ごとに関係する危険源を選択。
・案では○を記⼊しているが、詳細な危険源の名称を記載してもよい。



情報の⼊⼿（準備するもの）
・設備設計製造段階で実施されたリスクアセスメント結果
・作業標準、作業⼿順書
・関係する⾮定常作業（保守点検・補修・緊急事態対応を含む）
・機械設備等のレイアウト等
・作業の周辺の環境に関する情報（作業環境測定結果や勾配等）
・使⽤物質の危険有害性情報（SDS等）
・混在作業による危険性等、複数の事業者が同⼀の場所で作業を実施する状況に関する情報
・災害情報、ヒヤリハット、災害統計等（他者・関連業界含む）
・その他、調査等の実施にあたり参考となる資料等
具体例︓トラブルの記録、労働者が⽇常不安を感じている作業等の情報 等

対象の選定
・過去に労働災害が発⽣した作業
・危険な事象が発⽣した作業
・労働者の就業に係る危険⼜は有害性による負傷⼜は疾病の発⽣が合理的に予⾒可能で
あるもの
・平坦な通路におえる歩⾏等、明らかに軽微な負傷⼜は疾病しかもたらさないと予想されるもの
については、対象から除外して差し⽀えない
※軽微な負傷⼜は疾病︓医師による治療を要しない程度

８．職場のみんなで取り組む前に知らせること（案）
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2021年 6⽉ 15⽇

向殿 政男
明治⼤学 名誉教授

(⼀社)セーフティグローバル推進機構(IGSAP) 会⻑

2012-6-15 製造業安全対策官民協議会用説明資料

世界における新しい潮流として
安全・健康・ウェルビーイング（Well-being）を追求する

Vision Zeroの考え⽅・活動内容 並びに
第2回Vision Zero Summit 2022のオンライン開催検討について

ビジョン・ゼロ（Vision Zero）の紹介
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Zero Accident Vision
(ZAV)

Safety

- 従来の考え⽅ -

Before

2

ゼロ災運動
1973年に⽇本で始まった

労働安全衛生の進化
〜「安全」から「安全・健康・ウェルビーイング」へ〜
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Ⓒ Copyright 2021 Masao Mukaidono All 
rights reserved 3

www.visionzero.global (launched September 2017)

ビジョン・ゼロ活動

労働労働安全衛生の世界的な動き

ISSA（国際社会保証機構︓ILOの関連機関）がキャンペーン



4Copyright 2021 IGSAP All rights reserved. 
※（ ）の国名は本社・本拠地の国名であり、Vision Zeroに登録した拠点の国・地域とは異なる場合がある。

Copyright 2020 IGSAP All rights reserved. 

As of February 21, 2020
Vision Zeroキャンペーンに登録している海外の企業・団体
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Vision Zeroキャンペーンに登録している日系企業・団体
（登録地は海外および日本どちらも含む） As of June 29, 2020
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「ウェル・ビーイング」とは、個人の権利や自己実現が保障され、

身体的、精神的、社会的に良好な状態にあること

旧概念
（結果指標）

新概念
（前向き）

安全(Safety) 身体的傷害
がない

リスクからの解放
リスクを受け入れ、ベネフィット
を求めて、自由に行動できる

“安心して”

健康(Health) 身体的病気、
疾病がない

心身共に健全
②身体的にも、精神的にも、社
会的にも良好な状態（WHO）、

“元気で”

ウエルビーイング

(Well-being）

①（メンタル等）
精神的障害
がない

③やりがい、生きがい、幸福
⇒安心

“意欲的に”

労働安全衛生におけるVision Zero

6
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企業にとっての安全、健康、Well-being

• 働く⼈の安全・健康・Well-being(SHW)は、 企業の存続基盤。

• Well-beingは、新しく⽬を向けるべき社会の価値。

• 企業が、ステークホルダー及び社会のWell-beingに
貢献することは、社会からの信頼を得る。⇒企業価値の向上。

• Well-beingに取り組むことは、SDGs ,Society 5.0に繋がる
ビジネスの機会。
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経営と企業における安全・健康・Well-being

ICT技術
Safety2.0

Vision Zero 働く⼈の安全・健康・ Well-being

⽣きがい、やりがい

安全
Safety2.0

⽇本発協調安全

⼈間 組織・環境

健康

労働安全衛⽣
（OSH）

企業

世界の
最新動向

SDGｓ
世界的な未解決問題の

解決に向けて

新しい価値観
資本主義の⾒直し

社会における
Well-being幸せ・幸福

経営

Society 5.0
明るく前向きに

・安全学（技術、⼈間、組織・環境）⇒緑⾊

・技術の側⾯⇒⻩⾊

・安全学と技術の融合
である協調安全

企業・経営におけるOHSとVision Zero⇒藤⾊

・社会的・世界的動向⇒薄⾚⾊

Well-being
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第1回ビジョンゼロサミット＠ヘルシンキ
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Vision Zero Summit 2019第1回ビジョンゼロサミットの日本の参加者

第1回Vision Zero 
サミット@Helsinki

国別発表件数
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Task Group
Vision Zero at the Enterprise 

Level

Chairpersons  are from the organization above.

2nd Vision Zero Summit
Tokyo Japan, 11‐13 May 2022

第2回 Vision Zero Summitの日本開催決定
（オンライン）＋リアルイベント検討中

ILO

2022年5⽉開催予定
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製造業安全対策官民協議会

1973 ゼロ災運動

・我が国の活動：
・現場重視の自主的

活動
・主としてボトムアップ

的活動

・世界的な動向：
・Vision Zero 活動
・主としてトップダウ

ン的活動

・トップダウンとボトムアップの融合
・官と民との共同
・協調する安全、和の安全

神⼾宣⾔
私たちは、「⼀⼈ひとりカケガエノナイひと
という⼈間尊重の基本理念の下、会員
企業が以下の四つの経営理念に従って
安全対策を強化できるよう、取組を⾏い
ます。
１．経営層がリーダーシップを発揮
２．安全への投資の促進
３．⼈材育成や安全教育
４．情報を業界内外に共有
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